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はじめに
金管楽器最大であり最低音を奏でるチューバは（英語表記：tuba）1835年にドイツで発明
され，ロマン派の作曲家の交響曲作品に用いられるようになった。また現代ではピストンやロー
タリーと称されるバルブシステム（音を変換させる装置）が金管楽器には必要不可欠だが1820
年代に発明されるまではすべての音を均一な音質で奏でる楽器としてはスライドを使用するト
ロンボーンのみが可能。他の金管楽器は，倍音のみまたはホルンのみ可能なゲシュトップ奏
法１）による演奏で現代のように音階演奏が可能であった。より低音を安定した音で奏でるため
にはこのバルブシステムの開発が，大きく影響しておりチューバ発明のきっかけとなっている
と思われる。
またチューバが発明される以前にも同じ役目を果たす楽器が存在し作曲家が使用していた。
オフィクレイドという楽器とセルパンがありメンデルスゾーンは「真夏の夜の夢」序曲でベル
リオーズは「幻想交響曲」でオフィクレイドを使用。ワーグナーが「ファウスト序曲」でセル
パンという楽器を自身の作品に取り入れている。いずれの楽器もキーを使用した木管楽器に近
い作りとなっている。
チューバが誕生してからまだ200年も経過していない中，どのように独奏楽器として発展し，
作曲家が作品を残し演奏されてきたかを整理，分類し新たなチューバの表現活動の考察を行い
たく思う。
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写真1 オフィクレイド 写真2 セルパン 写真3 チューバ
1）ゲシュトップ奏法：ベルの中に右手を入れ，その入れ加減によって音程を変える
Ⅰ 伴奏楽器から独奏楽器への移行期
チューバが19世紀にオーケストラまたは吹奏楽での編成によって活躍していったことは，ま
ずこの時代の特徴と言える。特にアメリカでは，ジョン フィリップ スーザ２）が多くの行進曲
を作曲した。その中でチューバと同様に低音を奏で，より行進するために都合が良い肩にかけ
て演奏ができるスーザフォーンという楽器を考案した。海兵楽団のトロンボーン奏者としても
活躍したスーザだがマーチの王として数多くの作品を残し，自ら「スーザバンド」を発足させ
アメリカ国内だけでなくヨーロッパへもツアーを行う音楽団体へと成長させた。ここでチュー
バ（スーザフォーン）の活躍が定着したことが今後の発展へつながったと思われる。
スーザは，チューバ（スーザフォーン）を独奏楽器としては考えていなかったようで，彼の
作品の中ではトロンボーンやバリトンなどの低音金管楽器群のひとつとして旋律を同時に演奏
する程度のものであった。
チューバが使用される母体が確立される一方，優れた奏者が必要である。その第1人者とし
て上げなければいけない奏者としてはオーガスト ヘルバーグ（AugustHeleburg）3）であり
ニューヨークフィルハーモニーオーケストラやスーザバンドで演奏したアメリカ人である。デ
ンマークからの移民であるが母国ですでに音楽を学び，移民後まもなくはフリーランス奏者と
して演奏活動を行なっていたと伝えられている。チューバの歴史を語る上で大切な奏者である。
後にヘルバーグの弟子入りしたフレッド グレグ（FredGeibe）ニューヨークフィルハーモ
ニーオーケストラで長年，著名な指揮者，オーマンディ，ストコフスキー，トスカニーニの下
でプレーヤーとして活躍したことも特記することである。
20世紀前半，アメリカを中心にチューバが徐々に単なるオーケストラや吹奏楽団のベースを
担う楽器だけという捉えでなく，独奏もできる楽器としての認知も広がっていった。
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写真4 スーザ 写真5 ヘルバーグ 写真6 ゲイブ
2）ジョン フィリップ スーザ：1854～1932 アメリカ人 作曲家・指揮者
3）オーガスト ヘルバーグ：1861～1936 デンマークからアメリカへ移住 チューバ奏者
その大きな要因としてアメリカの学校教育が大きく音楽の普及，管楽器の演奏レベル向上へ
とつながっている。音楽教育の始まりはボストンの公立学校で1838年からとされている。日本
の吹奏楽は学校内の課外活動として生徒が演奏するものである。アメリカはそれとは異なり
1900年初頭より学校教育（授業）の中で吹奏楽が行われてきた。現代でも同じであるが希望者
はジャズバンドやコーラスなども授業として参加する。世界は第1次世界大戦が勃発している
頃からアメリカではコンクールが行わたり，演奏が常に行われる環境にあった。チューバが伴
奏楽器から独奏楽器へ以降する機会は学校教育からスタートし多くのアマチュア奏者へと浸透
することになる。
日本では明治時代に吹奏楽は軍楽隊として発足していたがそれぞれの楽器が独立して演奏し，
楽しむという時代はまだまだ先であった。日本のチューバ奏者としては元，NHK交響楽団奏
者である佐藤倉平氏が1900年生まれ（明治33年）が初のプロフェッショナル奏者として代表さ
れる。昭和初期には映画館楽士４）としても活躍し1956年からは武蔵野音楽大学の教官として著
名なチューバ奏者を輩出している。日本のチューバの原点はここにあるといっても過言ではな
いであろう。アメリカのチューバの発展には中学校からの音楽授業が大きく要員しているが日
本では専門的に学ぶ，大学（音楽大学）からがこのスタートとなる。江戸時代での鎖国のため
西洋文化，西洋音楽の輸入が大幅に遅くなった点では楽器の演奏レベルの遅れや単に音楽を楽
しむというポイントでは何十年という隔たりが生まれている。
この章をまとめるにあたりアメリカ，日本の両国ではチューバが独奏楽器としての発展時期
は大きくズレが生じているがそれぞれの国で優秀な奏者，良い教育現場が大きな発展に繋がっ
てきたことがここで説明できることである。
優れた演奏者が増え，チューバという楽器を自由に扱うことで各個人の音楽表現を芸術的に
奏でたいという奏者たちの熱意がこの楽器の発展と普及に繋がっていく。またこのことが作曲
者や編曲者という演奏をしない作家たちへの意識変化と繋がっていったことを述べておきたい。
Ⅱ ソロレパートリー（誕生）
Ⅰで説明したようにチューバという楽器が吹奏楽団やオーケストラで演奏されるようになり，
独奏もしたいと思う奏者が増えてきた。フルートやクラリネットは1700年代からモーツアルト
やベートーヴェンといった作曲家による独奏曲の作品がすでに誕生していた時代であるがチュー
バに限っては発明自体がそれらの200年後。作曲家すらチューバの演奏能力について知られて
いない状況であり単なる音楽を形成する上でのベースという認識であったであろう。
まず1835年の発明後から1950年頃までとそれ以降に分け楽曲について述べていくと前半に当
たる1950年頃までには様々な楽器や歌曲の作品を音域や調をチューバに適したものへ編曲しピ
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4）映画館楽士：映画の休憩に演奏する，または伴奏する者
アノで伴奏するものが主流であったのが下記のリストからわかる。もちろんオリジナルの作品
もあるが数多くではない。また前述にあるように吹奏楽の編成で使用され発展を遂げてきた楽
器のため当時，スーザバンドで活躍のコルネット奏者，作曲者であったHerbertL.Clarkeがコ
ルネットで行なっていたようにチューバと吹奏楽伴奏によるオリジナル作品がすでにあり，1800
年後半から1900年初頭の間で正式な記録が少なくとも5曲あることは特記すべきことである。
主な編曲作品（～1950）
主なオリジナル作品（～1950）
主な吹奏楽伴奏による作品（～1950）
下記に上記リストの楽譜サンプルを提示している。現代ではほとんど演奏されない曲が多い
が中学生や高校生などまだ演奏経験が少ない生徒には音域も技術力も適したものでありとても
良い教材となるだろう。
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出版年 作品名 作曲者・編曲者
1906CarlFischer ComeBravetheSea 編曲：DeVile,Paul
1933RubankInc Emmett・sLulaby 編曲：Holmes
1935CarlFischer NauticalJohnMedley 編曲：W.Bel
1939RubankInc TheJolyPeasant 作曲：Schumann 編曲：Holmes
1948RubankInc AuldLangSyne 編曲：DeLamter
出版年 作品名 作曲者・編曲者
1939CarlFischer SongWithoutWords 作曲：F.Geib
1941MilsMusic Caprice,Op.4 作曲：F.Geib
1941Briegel IntheDeepForestOp.20 作曲：F.Geib
1941MilsMusic AJoyousDialogueOp.11 作曲：F.Geib
1945MusicTheattreInt. TubbytheTuba 作曲：G.Kleinsinger
出版年 作品名 作曲者・編曲者
1891JeanWhite TheThunderer 作曲：J.S.Cox
1897Barnhouse Barbarossa-AirVarie 作曲：C,Barnhouse
1901J.W.Pepper SansPareil 作曲：J.H.Bel
1912Molenaar Catari,Catari 作曲：C,Barnhouse
1932CarlFishcer Beelzebub 作曲：A,Catozzi
F.Geib作曲「SongWithoutWords」
G.E.Holmes作曲「Emmett・sLulaby」
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シューマン作曲「TheJolyPeasant」
Ⅲ ソロレパートリー（発展）
様々な有名作曲家の作品を編曲という形でチューバが独奏曲を楽しむ時代が終わり，他の楽
器同様にオリジナルの作品が作曲され演奏されるようになった時代が1950年以降，活発に行わ
れ発展していく時代に突入する。
その背景には優れた奏者の登場はもちろんアメリカを中心とする大学教育にも大きな影響力
がある。チューバの歴史に刻む代表的な人物としてヘルバーグ，ゲイブと歴代のスーザバンド，
ニューヨークフィルハーモニーオーケストラ奏者を務める第3人目としてウイリアム ベル
（WiliamBel）５）が登場する。21歳でスーザバンドに就任し24歳からはオーケストラ奏者とし
て著名な指揮者として活躍した奏者である。彼の登場により，さらにチューバが表舞台に立つ
ようになった。指揮者のLepoldStokowskiがチューバを主人公にした「TubytheTuba」演
奏するためにBelをソリストとして招いた。音楽物語をナレーター付きでチューバ扮する
「Tubby」を面白く愉快に切なく表現し楽器の特徴や演奏能力を強く世間に広めるきっかけと
なった。またクラシック界でも世界を代表する作曲家がチューバのための協奏曲を1954年に発
表した。それがイギリスを代表する作曲家であるRalphVaughanWiliams６）であり多くの
交響曲をこの世に残す大作曲家のチューバ協奏曲が発表されたことが歴史上，大きなことにな
りアメリカ初演として，それもBelが務めた。
ウイリアム ベルが果たした役割としてはテレビ出演，またレコード録音という多くの人が
チューバの音を耳にするチャンスを作ったことであろう。
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5）ウイリアム ベル（1902～1971）チューバ奏者 ニューヨークフィルハーモニー，インディアナ大学教授
6）ラルフ ヴォーン ウイリアムス（1872～1958）イギリス人作曲家 オペラ，バレエ音楽，室内楽，交響曲を
作曲
また晩年にはニューヨークのマンハッタン音楽院やインディアナ州のインディアナ大学でチュー
バを指導することで後継者を育成することになった。
ウイリアム ベルが指導した弟子の中で現代の私たちも知るハーヴィー フィリップス
（HarveyPhilips）７）がよりチューバ界の発展へと大きく貢献し，より独奏曲の増加，チューバ
という楽器自体の地位向上とつながっている。
フィリップスは長年フリーランス奏者として活躍する中，ストコフスキー，ストラビンスキー，
G.シュラーなどという著名な作曲家，指揮者のパーソナルマネイジャーを務めた人物であり
音楽ビジネスでも力を入れ貢献した人物である。1974年には世界チューバ・ユーフォニアム教
会を設立し初代会長に就任し，その活動は活発になり世界へと連鎖していくことになる。多く
の作曲家にチューバという楽器を知ってもらうために自らニューヨークのカーネギーホールで
当時，活躍中の若手チューバ奏者を集めリサイタルを行い，多くの作曲家にチューバというも
のの演奏を聞いてもらった。その効果から多くの作品が現代まで生まれピアノ伴奏だけではな
く，様々な伴奏形態での作品が生まれ，時代の流れにより電子音楽による伴奏など新たな試み
での音楽表現がチューバによって試させる時代へと突入した。
下記が主な1950年以降の作品になる。
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出版年 作品名 作曲者・編曲者
1952Rubank出版 FaortyFathoms 編曲：W.Harold
1954Rubank出版 ChristmasNocturne 編曲：W.Harold
1954OxfordPress ConcertoForTuba 作曲：RalphVaughnWiliams
1955Schott SonataforTubaandPiano 作曲：P.Hindemith
1964Belwin RussianMedley 編曲：W.Bel
1966Shawaneepressinc SuiteforTuba 作曲：D.Haddad
1967RobertKingMusic ConcertinoforTubaandStrings 作曲：A.Frackenpohl
1968Peer-SouthernOrg. SonatinaforTubaandPiano 作曲：H.Stenvens
1971Shawaneepressinc Concertinofortuba 作曲：F.Bencriscutto
1973Shawaneepressinc VariationsforTubaandPiano 作曲：A.Frackenpohl
1976Novelocompany TubaConcerto 作曲：E.Gregson
1978EditionBMI ConcertoforTuba 作曲：J.koetsier
1980
AvailablefromComposer
SonataforTubaandPiano 作曲：T.RitterGeorge
1981BelwinMilsMusic
ConcertoforBasstubaandsym-
phonyOrc
作曲：R.Jager
1988HalLeonard Concertofortubaandorchestra 作曲：J.Wiliams
7）ハーヴィー フィリップス（1929～2010）チューバ奏者，インディアナ大学名誉教授
D.Haddad作曲「SuiteforTuba」
H.Stevens作曲「SonatinaforTubaandPiano」
R.Jager作曲「ConcertoforBassTuba」
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J.Wiliams作曲「ConcertoforTubaandOrchestra」
まとめ
西洋音楽史の中ではチューバの歴史は極めて短いものであり現代でも発展途上であり，演奏
法だけでなく楽器自体の性能も日々，進歩している。その中では，進化するチューバというの
は現代に生きる私たちにとっては興味深い楽器である。独奏楽器としてのチューバの地位は格
段に上がっている。しかしヴァイオリンやピアノのように常にメロディーを奏でる楽器という
よりも伴奏をする，バンドの縁の下の力持ち的なイメージは残っている。全ページのリストで
もお分かりのようにハーヴィー フィリップスが登場する1970年以降の作品が大幅に増えてい
るのが確認で着るであろう。彼の貢献どがいかほどであるか，またここ20年でインターネット
の普及でチューバの演奏がより簡単に聞くことができる時代になり急速なスピードでチューバ
への理解，可能性が多くの人へと広がっている。
最後にチューバの独奏曲がどのようにその歴史と共に発展したかを紐解いてみた。それぞれ
の時代に奏者，作曲者，聴衆，教育機関などが密接に絡み合い現代までチューバという楽器が
広く普及してきたことを今回の研究から読み取れる。
参考文献
TheAmericanSchoolMovementより インターネット
TheTubaSourceBookR.WinstonMorris&EdwardR.Goldstein
IndianaUniversityPress
TheArtofTubaandEuphoniumHarveyPhilips&WiliamWinkle
Summy-BirchardINC
213
千葉：チューバ ソロレパートリーの発展と独奏楽器としての地位214
